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静岡市の地域産業である「模型」の歴史

を学んで地域への愛着を深めるとともに、

プラモデル作りを通して「ものづくり」への

関心を高める授業が小学校でスタートし

ました。芳賀静岡大教授、模型メーカーの

協力を得て、本年度は９校で実施予定。 

授業の中で「プラモデル作ったことがある

人」という質問に手を挙げた児童は３割

弱。初めて持つニッパーを駆使し、説明書

を見ながら小さな部品を楽しそうに組み立

て、少しずつ完成していく喜びを実感して

いる様子でした。模型業界の方からの提

言を元に、平成２６年６月議会で模型を使

ったものづくり教育を提案して４年。 

この授業が「ものづくり」人材育成のきっ

かけになればと思います。 

2018.10 

 

『プラモデル』を活用した 
ものづくり教育がスタート！ 

公明党静岡市議会 

山梨渉 市政報告 

 

葵区内の小学校で行われた第１回目のプラモデル授業を参観 

条例検討会は関係団体の声を活かすため、県や患者団

体、経済界、また医師会など医療関係者を招き、意見交換

会を行いました。各団体から条例制定への評価と期待を頂

戴するとともに、相談の場の設置、就労支援を求める声や

がん検診受診率の低さへの指摘など貴重な具体的ご意見

を伺うことが出来ました。ご意見の反映を含め、今後議論

を重ねて実効性の高い条例にしていきたいと思います。 

 「(仮称)静岡市がん克服条例」検討会 
関係団体との意見交換 

静岡市議会は昨年から高校生と意見交換会を行い、主権

者教育の一貫として市政や議会に関心を持ってもらう取り

組みを行っております。生徒が継続して取り組んできたシ

チズンシップ学習の最終発表の後、発表のテーマに沿って

生徒と議員がディスカッション。高校生らしい柔軟な発想、

意見を伺い有意義な時間となりました。未来を担う高校生

にとって議会を身近に感じてもらえれば幸いです。 

 桜が丘高校で高校生と対話 
主権者教育の取組み 
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９月議会 山梨わたる議会質問より 
 

質問 

 

答弁 

市営住宅を学生にも貸し出すことで

コミュニティ活性化を図る取り組みを

大学と連携し、進めるべきと考える

がどのように考えるか。 

質問 

 

答弁 

市営住宅の入居要件である連帯保

証人、身元引受人について再考が

必要と思うがどのように考えるのか。 

「身元引受人」は名称が重い役割を

担うものと認識されるため「緊急連

絡先」などに名称変更するよう規則

改正を３０年度中に行う予定。 

また民法の一部改正に基づき連帯

保証人の負担が減るような制度見

直しが可能となる。連帯保証人の確

保が難しい方の入居を円滑化できる

よう速やかに検討を進め、３０年度

末をめどに方針を確定する。 

毎年夏の終わりに興津川流域で一斉清掃を行う「興津川クリ

ーン作戦」。地元小中学生、企業、自治会、NPO、市職員が

一体となって今年で24年目となりました。海洋汚染に深刻な

影響を与えるマイクロプラスチック。私が参加した興津川河

口でもわずか30分程でプラスチックや発泡スチロールなどで

袋が一杯になりました。貴重な海洋資源を守るために市民

一人ひとりの高い環境保全意識が強く求められています。 

最前線の現場から 

あなたのご意見・ご要望をお聞かせください 

控 室 ： 静岡市葵区追手町 5-1  ＴＥＬ 054-254-2769 

 
 自 宅 ： 静岡市清水区興津中町 1356-25  ＴＥＬ 054-368-5540  Ｅ‐ｍａｉｌ ｗ.ｙ＠ｕｖ.ｔｎｃ.ｎｅ.ｊｐ 

公明党静岡市議会 検索 

興津川河口に清掃ボランティアが集う 

高齢化などがもたらす担い手不足に

よりコミュニティ活動が困難になる事

が団地でも危惧される。大学と連携

し、学生の力による団地コミュニティ

活動の取組みは有効な手段と考え

る。先進事例を学び、市内の大学な

どに働きかけ、団地住民と学生双方

にメリットがあるような参画モデルを

研究していく。 

質問 

 

答弁 

管理不全な空き家等への対策は急

務である。特定空き家等の現状と今

後の進め方は。 

本年７月、特定空き家等に１７件認

定を行い、９月に改善を行うよう全て

の所有者等に指導通知を送付した。

改善されない場合、勧告を行い、住

宅用地における固定資産税及び都

市計画税の軽減特例を解除し、改善

が無い場合、命令、代執行を行う。 

 

 

 


